
（1）第 578号 足　立　史　談 平成 28年 4月

足立区教育委員会
足立史談編集局

足立区立郷土博物館内
〒120－0001

東京都足立区大谷田5－20－1
ＴＥＬ 03－3620－9393
ＦＡＸ 03－5697－6562
〈28－308〉

第578号
2016年 4月15日

も
く
じ

沼田舩津家第七代＝舩津久五郎に連なる人々㈡　1Ｐ　　
文渕の日記から　2Ｐ　　葛飾北斎「冨嶽三十六景」顕彰碑　4Ｐ

【上】�　昭和20年以前にあった堀と大正時代まで
の里船津家の見取り図

【下】�元禄時代（1689年）に建てられた里船津本家
の母屋（平成23年に区画整理のために解体
された。）

沼
田
舩
津
家
第
七
代
＝
舩
津
久
五
郎（
文
渕
）に
連
な
る
人
々
（
二
）

�

伊
　
澤
　
隆
　
男

　

日
光
御
成
道
鳩
ケ
谷
宿
本

陣
船
戸
家
の
主
要
な
分
家
で
あ

る
、
沼
田
舩
津
家
と
里
船
津
家

は
、
と
も
に
本
陣
第
四
代
船
戸

久
兵
衛
か
ら
出
て
お
り
、
久
兵

衛
の
三
男
の
徳
右
衛
門
が
沼
田

へ
、
五
男
（
末
子
）
の
助
右
衛

門
が
里
へ
と
分
家
し
、
そ
れ
ぞ

れ
約
三
十
町
歩
の
田
畑
山
林
を

所
有
し
名
主
あ
る
い
は
有
力
な
大
百
姓
で

あ
っ
た
。
左
の
図
は
、
明
治
期
の
里
船
津

家
の
建
物
の
配
置
で
あ
り
、
ほ
ぼ
百
メ
ー

ト
ル
四
方
の
敷
地
の
周
り
を
堀
が
囲
ん
で

い
る
。
堀
は
旧
鳩
ケ
谷
市
教
育
委
員
会
の

発
掘
調
査
で
、
幅
五
メ
ー
ト
ル
深
さ
一・二

メ
ー
ト
ル
の
大
溝
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

　

図
の
左
上
に
は
、
跳
ね
橋
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
付
近
か
ら
室
町
時
代
の
板
碑
が
発
見

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
船
津

家
始
祖
の
船
戸
大
学
が
入
婿
に
入
っ
た
と

い
う
石
井
玄
蕃
の
頃
か
ら
の
屋
敷
地
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
敷
地
は
二
つ
に
分
か
れ

て
お
り
、
左
が
船
津
本
家
（
註
一
）、
右
が

隠
居
舩
津
家
で
あ
る
。
隠
居
初
代
の
船
戸

安
左
衛
門
が
亡
く
な
っ
た
の
は
天
保
三
年

（
一
八
三
二
）
で
、
沼
田
舩
津
家
の
七
代
舩

津
久
五
郎
が
亡
く
な
っ
た
の
は
、
安
政
三

年
（
一
八
五
六
）
で
あ
る
か
ら
、
舩
津
久

五
郎
（
文
渕
）
の
頃
の
里
船
津
家
の
屋
敷

配
置
は
こ
の
通
り
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

一
方
里
の
船
津
家
よ
り
も
先
の
延
宝
元

年
（
一
六
七
三
年
）
に
建
て
ら
れ
た
沼
田

の
舩
津
家
の
建
物
は
、
別
図
の
通
り
で
里

の
船
津
家
よ
り
一
回
り
大
き
い
。

（
３
月
号
よ
り
つ
づ
く
）

＊
里
船
津
本
家
の
九
代
と
な
っ
た
船
津
輸

助
が
ま
と
め
た
、『
舩
津
家
系
図
稿
』と『
船

津
家
系
譜
』
の
二
冊
に
よ
る
。

三
代
　
舩
津
徳
右
衛
門
重
矩
（
庄
三
郎
）

二
代
徳
右
衛
門
に
子
が
な
か
っ
た
の
で
、

初
代
徳
右
衛
門
の
三
女
松
子
と
夫
、
久
保

田
庄
兵
衛
と
の
間
に
生
ま
れ
た
息
子
、
庄

三
郎
が
三
代
目
を
継
い
だ
。

妻
　
塩
子　

松
伏
領
赤
岩
村
名
主
細
野
傳

右
衛
門
次
女

三
代
目
の
時
、
寛
延
三
年
（
一
七
五
○
）

　

下
沼
田
分　

一
丁
四
反
一
畝
二
十
七
斗

　

高
野
村
分　

八
反
七
畝
三
斗　

宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）

　

田
十
四
丁
七
畝
十
二
斗　

　

畠
十
三
丁
五
反
七
畝
十
五
斗　

計
二
十
七
丁
六
反　

四
畝
二
十
七
斗
こ
れ

は
上
沼
田
村
分
だ
け
の
持
地

延宝元年（1673）に建てられた沼田舩津家の間
取図。沼田舩津家第九代舩津静作の妻、「あい」が
指図して、赤山の大工、小川吉兵衛に作成させた
もので、頑丈な砂糖袋の裏側を利用して描かれ
ており、沼田ばあさん指図とある。明治６年、舩
津静作を婿に迎えるときに取り壊された。

鳩ケ谷宿本陣船戸家の建物、昭和の初期、
里の真光寺の本堂として移築
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宝
暦
十
二
年
「
元
木
村
に
萱
野
一
丁
七
反

五
畝
六
斗
所
有
せ
り
」

こ
れ
を
合
わ
せ
る
と
三
十
町
弱
と
な
る
。

子
一
、
金
重
郎
矩
美
　（
の
り
よ
し
）

寛
延
元
年
六
月
十
五
日
卯
上
刻
生
ま
れ

文
化
十
二
年
六
月
二
十
二
日
亡
、
行
年

六
十
八
歳
。安
永
の
頃
一
時
家
政
を
と
る
。

　
「
本
来
な
ら
四
代
と
す
べ
き
な
り
」（
船

津
輸
助
記
）

金
重
郎
矩
美
の
妻
　
吉
子　

親
戚
、
会
田

平
兵
衛
娘　

安
永
九
年
六
月
離
縁
と
な

る
。
土
地
を
売
り
百
両
出
し
離
縁
し
た
と

い
う
。
金
重
郎
が
芸
者
「
と
よ
」
と
「
ア

ツ
ク
ナ
リ
シ
ハ
安
永
八
年
な
り
」。
金
重

郎
は
後
に
下
谷
三
筋
町
阿
部
氏
を
継
ぎ
阿

部
兵
左
衛
門
と
な
る
。

後
妻
「
と
よ
」（「
浅
草
馬
道　

指
物
屋
治

郎
兵
衛
娘
、
芸
者
な
り　

越
谷
富
田
屋
に

て
婚
儀
あ
り
し
晩
来
た
り
し
芸
者
な
り
」

三
代
直
筆
の
古
文
書
に
よ
る
）
を
娶
り
阿

部
鉄
五
郎
美
忠
を
生
む
。

　

こ
の
芸
者
と
道
具
店
を
諏
訪
町
に
一
年

ほ
ど
出
し
た
が
、
う
ま
く
い
か
ず
、
妾
と

し
て
内
へ
い
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
後
、

四
丁
五
反
も
ら
い
、
江
戸
へ
出
て
阿
部
氏

と
な
る
。「
と
よ
」
が
一
時
沼
田
に
い
た

と
き
隠
居
（
三
代
目
）
が
、
七
番
目
の
子

ど
も
で
あ
る
金
松
を
跡
取
り
の
四
代
目
に

し
よ
う
と
し
、「（
金
松
に
）
年
始
の
挨
拶

を
さ
せ
し
と
て
金
重
郎
怒
り
刀
を
帯
び
て

隠
居
を
お
ど
す
。」
と
い
う
こ
と
が
起
き

た
。「
と
よ
」
は
天
明
三
年
五
月
二
日
離

縁
と
な
る
。

　

沼
田
の
舩
津
家
に
と
っ
て
大
事
件
で

あ
っ
た
、
こ
の
金
重
郎
矩
美
の
こ
と
は
沼

田
舩
津
家
の
十
一
代
舩
津
金
松
氏
よ
り
足

立
区
立
郷
土
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
た
古
文

書
（
舩
津
家
文
書
）
に
あ
る
。
そ
れ
ら
の

古
文
書
は
、

（
一
）
安
永
十
年
二
月
　
譲
り
渡
申
一
札

之
事
　
家
督
相
渡
申
に
付
　
差
出
人
金
重

郎
他
四
名　

�

（
文
書
番
号
84
‐
２
）

（
二
）
安
永
十
年
二
月
十
九
日
　
差
上
申

一
札
之
事
　
身
上
不
埒
に
付
家
督
相
続
難

成
思
召
蒙
り
　
御
勘
気
可
申
候
処
親
類
兄

弟
共
致
　
差
出
人
　
五
郎
左
衛
門
　
請
取

人
　
親
父
殿

�

（
文
書
番
号　

84
‐
７
）

（
三
）
天
明
三
年
五
月
二
日
　
入
置
申
一

札
之
事
　
娘
と
よ
男
子
引
取
申
候
に
付
　

　
　
差
出
人
　
と
よ
母
と
み
（
爪
印
）
他

一
名
　
請
取
人
　
徳
右
衛
門
他
一
名　

�

（
文
書
番
号　

88
‐
３
‐
２
）

子
　
二
、
徳
之
丞
（
利
助
）

明
和
六
年
十
二
月
沼
田
村
清
水
氏
に
入
婿

と
な
る
。
名
を
利
助
と
改
め
る
。
持
参
の

田
畑
（
熊
木
耕
地
）
二
丁
十
二
歩

妻
　
え
つ　

後
妻
　
つ
る　

清
水
氏
、
し
ん
や
よ
り
養

女　

安
永
五
申
年
九
月
一
時
追
い
出
さ
れ

安
永
六
酉
年
四
月
二
十
五
日
帰
参
。

　

利
助
も
一
時　

不
身
持
の
た
め
、
追
い

出
さ
れ
そ
の
後
帰
参
。
村
地
面
九
丁
四
反

六
畝
は
利
助
の
名
目
と
な
り
越
石（
こ
く
）

は
母
（
名
ろ
く
）
の
持
と
な
る
が
、
こ
れ

は
反
別
不
明
、「
但
し
隠
居
面
の
内
壱
町

歩
は
お
ま
き
方
（
註
二
）
へ
手
当
て
の
つ

も
り
云
々
」
の
文
句
あ
り
。
こ
の
こ
と
に

関
す
る
古
文
書
も
足
立
区
立
郷
土
博
物
館

に
あ
る
。

明
和
六
年
十
二
月
　

請
取
申
持
参
田
地
証
文
之
事

貴
殿
二
男
徳
之
丞
我
等
娘
お
え
つ
方
江
婿

養
子
に
申
請
候
に
付　

差
出
人　

上
沼
田
村
九
左
衛
門
他
四
名

請
取
人　

徳
右
衛
門
殿　
　

�

（
文
書
番
号　

89
‐
４
）

子
　
三
、
す
み
子　

冨
田
屋
堀
長
右
衛
門

妻子
　
四
、
喜
十
郎　

久
保
田
氏
に
養
子
に

入
り
改
名
、平
助
源
為
正
、後
年
浅
草
姥
ヶ

池
に
住
む　

高
野
村
の
地
を
も
ら
う

子
　
五
、
よ
し　

早
世　

子
　
六
、
と
み　

竹
ノ
塚
村
河
内
権
蔵
妻

子
　
七
、
金
松
　
四
代
目

四
代
　
　
舩
津
徳
右
衛
門
重
知
（
金
松
）

初
名
金
松　

三
代
の
七
番
目
の
子

兼
松
と
も
書
く
。兼
松
は
安
永
十
年
二
月
、

金
重
郎
よ
り
家
督
を
譲
ら
れ
る
。「
兼
松

は
き
か
ぬ
気
の
人
な
り
。
兼
松
大
尽
の
名

遍
く
聞
こ
え
今
尚
の
こ
る
。
兼
松
は
訴
訟

好
き
な
り
。
役
人
の
賄
賂
を
と
る
を
密
訴

す
。
寛
政
八
年
バ
ク
チ
ヤ
ド
を
せ
し
を
訴

ふ
。」　

　

そ
れ
故
古
文
書
も
金
松
に
関
係
が
大
部

分
で
あ
る
。
古
文
書
は
足
立
区
立
博
物
館

に
は
た
く
さ
ん
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

文
政
十
三
年
（
一
八
三
○
）
八
月
没　

行

年
六
十
六
歳

妻
　
留
舞
子
（
る
ん
こ
）
竹
ノ
塚
村
河
内

氏
娘
、
文
化
五
年
正
月
二
十
二
日
没

後
妻
　
尚
子　

築
地
多
賀
左
近
一
乗
庵
玄

味
入
道
の
後
室
の
妹　

天
明
八
年
（
一
七
八
八
）

田
方　

二
百
三
十
八
俵
と
五
石
七
斗

畠
方　

百
六
十
三
貫
七
百
四
十
四
文

文
化
元
年
（
一
八
○
四
）
小
作
米
百
十
八

俵子
　
一
、
徳
次
郎
　
五
代
目

子
　
二
、
錦
之
祐　

文
化
四
年
十
二
月
没

子
　
三
、
亀
之
進
　
六
代
目　

文
政
十
一

年
（
一
八
二
八
）
九
月
没

子
　
四
、
心
暁
童
女　

早
世　

子
　
五
、
恵
光
童
女　

早
世　

子
　
六
、
空
性
童
女　

早
世　

子
　
七
、
力
子　

長
じ
て
卆
す　

文
化

十
三
年
八
月
二
十
二
日
亡

註
一　

鳩
ヶ
谷
本
陣
の
船
戸
家
か
ら
分
家

し
た
家
は
た
く
さ
ん
あ
り
、
里
の
船
津
家

も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
昭
和

初
期
に
本
陣
の
船
戸
家
が
鳩
ヶ
谷
か
ら
退

去
し
て
絶
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

里
の
船
津
家
が
通
称
「
本
家
」
と
い
わ
れ

て
い
る
。

註
二　

古
文
書
で
は
「
お
え
つ
」
と
な
っ

て
い
る
が
輸
助
氏
の
記
録
で
は「
お
ま
き
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
―
つ
づ
く
ー

�

（
川
口
市
郷
土
研
究
会
会
員
）
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舩
津
文
渕
は
、
安
政
三
年
九
月
十
二
日

に
亡
く
な
る
数
日
前
ま
で
、
お
よ
そ
八
年

間
に
渡
る
五
冊
の
日
記
を
残
し
て
い
ま

す
。

菜
菴
雑
記
　
巻
一･

嘉
永
二（
一
八
四
九
）

年
正
月
～
嘉
永
四
年
六
月

菜
菴
雑
記
　
巻
二･

嘉
永
四
年
六
月
～
五

年
六
月

菜
菴
日
記
（
一
）･

嘉
永
六
年
六
月
～
七

年
十
一
月

菜
菴
日
記
（
二
）･

嘉
永
七
年
十
一
月
～

安
政
三
年
三
月

菜
菴
日
記
（
三
）･

安
政
三
（
一
八
五
六
）

年
三
月
～
八
月
二
五
日

　

こ
の
日
記
を
読
む
と
、大
農
家
の
主
人
、

地
域
の
重
役
と
し
て
の
日
常
と
、
谷
文
晁

の
弟
子
で
あ
る
画
家
と
し
て
の
日
常
の
二

つ
の
日
常
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日

記
の
概
要
に
つ
い
て
は
、特
別
展
図
録『
美

と
知
性
の
宝
庫　

足
立
』
に
、
古
文
書
の

解
読
を
行
っ
た
山
崎
尚
之
氏
（
元
江
戸
東

京
博
物
館
学
芸
員
）
が
ま
と
め
ら
れ
、「
画

家
の
日
記
と
し
て
」
で
、
日
記
に
ど
の
よ

う
な
記
述
が
さ
れ
て
い
る
の
か
を
説
明
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
く
図
録
で
、

佐
藤
貴
浩
（
当
館
専
門
員
）
が
、「
文
渕

の
日
常
」
で
紹
介
し
て
い
る
の
で
是
非
ご

覧
下
さ
い
。

　

日
記
の
な
か
に
は
、
谷
文
一
（
二
世
）

を
初
め
、
谷
一
門
の
絵
師
と
の
付
き
合
い

が
う
か
が
わ
れ
る
記
述
も
多
数
見
ら
れ
、

貴
重
な
記
録
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
日
記
の
な
か
に
記
載
さ
れ
た

文
渕
の
日
常
か
ら
絵
の
取
り
扱
い
に
関
わ

る
事
柄
を
少
々
紹
介
し
ま
す
。

■
土
用
干
し　

現
在
で
は
、
消
え
つ
つ
あ

る
言
葉
で
す
が
土
用
と
は
、
二
四
節
気
の

季
節
の
変
わ
る
立
冬
、
立
春
、
立
夏
、
立

秋
の
前
の
一
八
日
間
の
こ
と
で
、
そ
の
う

ち
夏
土
用
は
、
立
秋
の
前
の
「
暑
中
」
と

い
わ
れ
る
間
で
、
暑
く
晴
天
が
続
く
頃
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
晴
れ
間
の
続
く
時

期
に
、
梅
雨
を
越
し
た
衣
類
や
書
物
の
風

通
し
、
ま
た
、
梅
干
し
づ
く
り
に
、
漬
け

た
梅
を
日
に
干
す
こ
と
な
ど
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
土
用
干
し
と
い
っ
て
、
防
虫
剤

な
ど
な
か
っ
た
時
代
に
は
、
衣
類
や
書
物

の
手
入
れ
を
す
る
家
の
な
か
の
仕
事
の
ひ

と
つ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
曝
書
（
ば
く
し
ょ
）」
と
い
う
言
葉
も

あ
り
、こ
れ
は
書
物
を
広
げ
て
風
に
あ
て
、

虫
干
し
を
す
る
と
い
う
意
味
で
、
夏
の
季

語
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
蔵
書

を
確
認
、
整
理
す
る
と
い
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
難
し
い
言
葉
で
す
が
、
現
在
で

も
図
書
館
の
蔵
書
点
検
の
作
業
を
曝
書
と

よ
ぶ
と
こ
ろ
が
多
く
、
虫
干
し
作
業
か
ら

離
れ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
管
理
に
な
っ
た
現

代
で
も
そ
の
名
残
が
見
ら
れ
ま
す
。

■
日
記
に
見
る
土
用
干
し　

文
渕
の
日
記

に
は
、
こ
の
土
用
干
し
と
い
う
項
目
が
見

ら
れ
、
年
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
六

月
か
ら
七
月
（
太
陰
太
陽
暦
）
の
二
日
間

か
ら
五
日
間
を
か
け
て
い
た
様
子
が
う
か

が
わ
れ
ま
す
。
日
記
の
な
か
で
み
ら
れ
る

土
用
干
し
の
記
述
は
五
年
分
あ
り
ま
す
。

文
渕
の
日
記
か
ら
（
一
）

土
用
干
し
の
記
録

�

郷
土
博
物
館

「文渕雑記　巻二」　囲みの部分は【二】嘉永５年６月の土用干しの記述

「
菜
菴
雑
記　

巻
二
」

【
二
】
嘉
永
５
年
６
月

　

同
三
日

　

一
、
谷
文
一
、
供
文
五
郎
、
土
用
干

ニ
来
ル

　

同
四
日　

同
断

　

同
五
日

　
　

朝
両
人
帰
宅
。
来
ル
廿
日
頃
宮
津

　
　

出
立
の
よ
し
申
置
候

「
菜
菴
雑
記　

巻
一
」

【
一
】
嘉
永
４
年
７
月

月
朔
日

　

一
、
土
用
干

　

同
二
日　

天
気

　

一
、
同
用

　

同
三
日

　

一
、
同
用

　

一
、
中
處
参
ル
。
夕
七
ツ
時
頃
即
刻

　
　
　

帰
ル

　

四
日

　

一
、
同
用

　

五
日

　

一
、
同
用
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こ
こ
に
記
さ
れ
た
土
用
干
し
は
、「
本

箱
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
書
物
類

が
中
心
で
、
土
用
干
し
に
あ
て
る
日
数

や
、
他
の
仕
事
を
入
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
も
、
か
な
り
の
量
が
あ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
ま
す
。
特
筆
す
べ
き
は
、【
二
】

　

葛
飾
北
斎
の
名
作
「
冨
嶽
三
十
六
景
」

に
は
、
千
住
を
題
材
と
し
た
作
品
が
三
点

あ
り
ま
す
（
う
ち
、
二
点
が
足
立
区
内
を

描
い
て
い
ま
す
）、
こ
の
作
品
の
顕
彰
碑

が
、
郷
土
博
物
館
の
協
働
グ
ル
ー
プ
で
も

あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
千
住
文
化
普
及
会
の
活

動
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
、
３
月
19
日
に
序

幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

顕
彰
碑
に
は
、
浮
世
絵
と
浮
世
絵
に
描

か
れ
た
場
所
の
地
図
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

浮
世
絵
が
ど
こ
を
描
い
て
い
る
の
か
、

現
在
で
は
わ
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
史
跡
巡
り
に
訪
れ
る
方
も
こ
の
地
図

を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
郷
土
博
物
館
Ｈ
Ｐ
で
ご

案
内
し
ま
す
。

葛
飾
北
斎
「
冨
嶽
三
十
六
景
」

 

顕
彰
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た

「
菜
菴
雑
記　

巻
三
」

【
三
】
嘉
永
６
年
６
月

同
二
日　

天
気

一
、
本
箱
土
用
干

同
三
日　

天
気

一
、
本
箱
土
用
干

同
四
日　

天
気

一
、
本
箱
土
用
干

一
、�

朝
、
い
そ
早
朝
出
立
、
小
針
八
十

丸
江
戸
江
送
り
遣
ス
、供
谷
次
郎
。

八
十
丸
事
、
五
月
九
日
来
逗
留
今

四
日
迄
、
日
数
廿
五
日
目
ニ
て
帰

府

同
五
日　

天
気

一
、
土
用
干

「
菜
菴
日
記
（
一
）」

【
四
】
安
政
２
年
７
月

同
五
日　

天
気

一
、
土
用
乾
本
匣
三
ツ

　
　
　

手
傳
て
る

同
六
日　

天
気

一
、
土
用
乾
本
匣
一
、
小
道
具
匣

　
　

つ
づ
ら
三
口
干
、
手
傳
て
る

　
　

熊
ノ
木
お
け
や
、
井
戸
か
わ

　
　

た
が
か
け
小
細
工
ニ
来

同
七
日　

天
気

一
、
土
用
干
、
掛
物
た
ん
す
二
口

同
八
日　

曇

一
、
取
調
か
た
付
も
の

一
、
麦
搗
初
半
十
郎

　
　
　
　
　

福
次
郎

同
九
日

一
、
土
用
乾
、
画
本
つ
づ
ら

の
嘉
永
五
年
の
土
用
干
し
で
、谷
文
一（
二

世
）
が
、
文
五
郎
を
共
に
連
れ
て
、
泊
ま

り
で
土
用
干
し
に
来
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

土
用
干
し
は
、
単
に
虫
干
し
作
業
を
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
機
会
に
し
ま
っ

て
あ
る
蔵
書
類
を
広
げ
て
見
る
と
い
う
意

味
も
あ
り
ま
す
。
文
一
た
ち
が
、
文
渕
の

所
蔵
す
る
資
料
類
を
泊
り
で
じ
っ
く
り
と

見
に
来
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
絵
師
の
土
用
干
し
は
鑑
賞
会
と
い
う

こ
と
で
も
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
別
の
仕

事
を
入
れ
ず
に
、
集
中
し
て
行
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
。

　
【
四
】
の
安
政
二
年
の
土
用
干
し
を
見

る
と
、
娘
の
て
る
に
手
伝
わ
せ
て
行
っ
て

い
ま
す
が
、
本
匣
（
本
箱
）
四
つ
、
小
道

具
の
つ
づ
ら
三
つ
、
掛
け
物
（
掛
軸
類
）

の
た
ん
す
二
口
、
画
本
の
つ
づ
ら
な
ど
を

扱
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
な
か
の
資
料
を

広
げ
て
し
ま
う
だ
け
で
も
大
変
で
す
。
特

別
展
で
展
示
し
て
い
る
資
料
や
現
在
、
当

館
で
研
究
の
た
め
に
お
預
り
し
て
い
る
資

料
の
点
数
か
ら
も
想
像
で
き
ま
す
が
、
絵

画
と
書
籍
の
分
量
の
多
さ
と
、
当
時
の
絵

師
達
が
興
味
を
持
つ
そ
の
内
容
は
相
当
な

も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

一
般
の
家
で
あ
れ
ば
、
お
も
に
衣
類
の

虫
干
し
が
中
心
と
な
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
文
渕
の
土
用
干
し
は
大
切
な
絵
や
資

料
を
手
入
れ
す
る
仕
事
で
、
ま
た
、
じ
っ

く
り
と
そ
れ
ら
に
向
き
合
う
こ
と
の
で
き

る
時
間
で
あ
っ
た
の
で
は
と
想
像
さ
れ
ま

す
。

同
十
日

一
、
小
口
土
用
干
、
二
階

同
十
一
日

一
、
取
か
た
付
も
の

「
菜
菴
日
記
（
二
）」

【
五
】
安
政
３
年
７
月

　
　

同
二
十
三
日　

天
気

　
　

一
、
麦
搗
冨
五
郎

　
　

一
、
福
次
郎
、
千
住
前
栽
ニ
行

　
　

一
、�

深
川
お
ミ
ち
殿
、
鳩
谷
江
行

か
け
参
り
泊
、
雪
の
下
壱
袋

土
産
参
ル

　
　

一
、
昼
後
地
震
有
之

　
　

一
、
本
匣
土
用
干
、
初
ル

　
　

同
廿
四
日　

天
気

　
　

一
、
孟
茶
盆
ニ
付
か
い
も
ち
出
来

　
　

一
、�

お
ミ
ち
殿
、
朝
め
し
た
へ
て

鳩
谷
へ
行

　
　

一
、
麦
搗
半
日
分
冨
五
郎

　
　

一
、
昼
時
よ
り
奉
公
人
休

　
　

一
、�

中
村
半
兵
衛
、
な
し
十
九
持

参
そ
う
め
ん
出
し
う
ち
は
弐

本
遣
し
夕
刻
帰

　
　

一
、
自
分
灸
事

　
　

一
、
本
匣
土
用
干
□
□
い
た
し
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